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また,筋肥大におけるmTORのリン酸化はその上流のAkt
のリン酸化とは独立した系で制御されている事が報告され
ている.本研究の結果から,腱板大断裂モデルラットにお
いて残存する小円筋に代償性筋肥大が生じていることが形
態学的,生化学的に確認された.
37．乗馬外傷の治療経験
大嶋 清宏??，萩原 周一??，村田 将人??
青木 誠??，金子 稔??，中島 潤??
澤田 悠輔??，市川 優美??，一色 雄太??
小和瀬桂子?， 田村 遵一?
（１ 群馬大院・医・救急医学）
（２ 群馬大院・医・総合医療学）
（３ 群馬大医・附属病院・救命救急センター）
【目 的】 自然や馬に触れ合うだけでなく有酸素運動にも
なる乗馬は,人気あるスポーツの1つであるが,落馬や馬
からの直接損傷により外傷を生じる場合があり,受傷機転
から高エネルギー外傷に成り得る.当院は群馬県馬事公苑
から10 km以内の距離にある最短の救命救急センターで
あり,乗馬外傷発生時には収容先として重要な役割を有し
ている.今回,当院で経験した乗馬外傷の症例を検討した.
【症 例】 ①20歳,女性.本学馬術部の学生で,練習中に
落馬し馬の下敷き状態となり,その後,馬に胸腹部を数回
蹴られて受傷,当院へ救急搬送された.来院後の精査で外
傷性肝損傷 (?b型)を認めたため緊急血管造影検査を
行ったが明らかな血管外漏出像は無く,保存的加療を行い,
第37病日に軽快退院した.②36歳,女性.乗馬中に落馬し
腰部を打撲,体動困難のため当院へ救急搬送された.精査
で第12胸椎圧迫骨折がみられた.保存的加療を行い,第17
病日リハビリ目的に転院となった.③66歳,女性.乗馬中
に落馬し馬に左胸を踏まれ受傷し当院へ救急搬送された.
精査で左血気胸,肺挫傷および左多発肋骨骨折 (第?～?)
と診断され,救急外来で胸腔ドレーンを挿入した.経過良
好で第3病日にドレーン抜去し第8病日に退院となった.
【結 語】 乗馬外傷は高エネルギー外傷になり得るため,
慎重な受傷機転の聴取や全身診察が重要であり,診察の際
には外傷初期診療の手順が有用と考える.
38．BPSDで家族が困っている認知症高齢者へのケア
―看護小規模多機能型居宅介護で対応した症例―
鈴木 峰子?，佐藤 文美?，福田 未来?
内田 陽子?
（１ 群馬大院・保・看護学）
（２ 認定ＮＰＯ法人 じゃんけんぽん）
【目 的】 認知症をもちながらも自宅で生活している高齢
者に,看護小規模多機能型居宅介護でBPSDへの対応を工
夫し,本人及び家族にも効果をもたらしたケアを明らかに
した.【症 例】 80歳代後半女性A氏はFAST stage 6d
のアルツハイマー型認知症.BPSDは入浴拒否,尿パッド交
換拒否,収集癖がみられた.家族はBPSDの対応に当惑し
ていた.看護小規模多機能型居宅介護で宿泊と在宅時の配
食サービス・排泄ケアを利用.【倫理的配慮】 対象者に,
学会等で発表すること,その際には個人情報保護に注意す
ること等を書面にて説明し同意を得た.【方 法】 ユマニ
チュード?を利用し,入浴拒否には,自助具の導入,手桶
け・洗面器・日本手ぬぐいの使用,本人のペースで脱衣後に
肩にバスタオル,陰部へタオルをかける,椅子に座ったら
洗面器で足浴,ハンドマッサージ・マッサージ,効率的な脱
衣室・浴室・浴槽間の歩行動線,浴槽から出ることがわかる
ように歌う,曲を流す.尿パッド交換拒否には,パッドを1
枚本人に渡しその間に交換.収集癖には,日本手拭いと作
成したポケット式エプロンを着用.BPSDに上手く対応で
きた方法は家族にパンフレットにして説明した.【結
果】 入浴拒否は導入がスムーズになり,裸で湯をかける
時は大声を出すことがあったが,タオルをかけると落ち着
き,入浴後はありがとうと笑顔になった.尿パッド交換も
抵抗なくスムーズにできた.収集癖はエプロンを率先して
着用し物を入れて笑顔がみられた.家族も具体的な対応が
わかり助かりますという発言が聞かれた.【考 察】
BPSDは,?身体的苦痛(寒さ・支えによる痛み)」「不快(羞
恥心)・不安(何も着ていない,何も持っていない)・恐怖体
験(脱衣や尿パッド交換を一方的に行うと感じる)」が原因
と考える.脱衣や歩行,パッド交換を患者本人のペースで
行動することで,見当識障害や遂行機能障害でも現在の行
動を理解できると考える.適温環境や心地よさを提供し,
尊厳を保つことも重要である.家族に関わり方の行動と反
応の意味付けを行うことで,今後の関わり方につなげるこ
とができると考える.
39．認知症サポーター活動に関する実態と今後の課題
―群馬県内への調査結果より―
内田 陽子?，井出 成美?，桐生 育恵?
松井 理恵?，亀ヶ谷忠彦?，吉田 亨?
小山 晶子?，上山 真美?，横山 知行?
佐藤 由美?
（１ 群馬大院・保・看護学）
（２ 千葉大学大学院看護学研究科）
【目 的】 群馬県の認知症サポーター活動を推進するため
に,県内の各市町村における活動の実態を明らかにし,今
後の課題を検討した.【方 法】 郵送法による無記名の
自記式質問紙調査を実施した.対象者は,群馬県全35市町
村の認知症サポーター養成担当部門責任者とした.調査期
間は平成27年2月16日から同年2月26日とした.主な
調査項目は,認知症サポーター養成や活動状況,体制,要望
等である.データ分析は,単純集計,記述統計分析を行った.
【倫理的配慮】 群馬大学医学部疫学研究に関する倫理審査
委員会の承認を得て行った.書面にて研究の目的,方法,研
究参加の任意性の保障等を記し,返送をもって研究参加の
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意思を確認した.【結 果】 全35市町村より回答を得た.
サポーター新規養成は30市町村 (85.7％)で行われており,
平成24年度では標準カリキュラム実施が21ヶ所であった.
平成26年度では小中学生への講座,DVD作成による講座
が各3ヶ所,その他,事例検討会,家族会による講話,脳トレ
体操実施もあった.サポーターへのフォローアップ研修実
施は3市町村 (8.6％)であった.サポーター養成の課題に
ついては,?参加者の確保」(48.6％),?研修成果の評価」(45.
7％),?サポーターニーズの把握」(37.1％)の順の回答で
あった.今後の他機関との要望には,担当職員へのサポー
ター養成・支援に関する研修の提供や技術的な助言・支援
を求める回答がみられた.【考 察】 養成したサポー
ターをうまく活用していくには,活動の任意性を維持しな
がらも,住民に周知していく,活動の場を設定すること等
が必要である.そのためには,県等の行政機関だけでなく,
専門性をもつ大学や地域住民主体の老人会等を含む外部機
関との積極的な連携・支援システムを築くことが活用成功
の鍵となる.
40．人工呼吸器離脱プロトコルを用い発声を可能にしたチー
ムアプローチ －難病病棟から在宅に移行した症例―
小板橋梨香?，内田 陽子?，河端 裕美?
髙橋 陽子?
（１ 群馬大院・保・看護学）
(２ 公益財団法人脳血管研究所 美原記念病
院）
【目 的】 多くの神経難病患者は病気の進行により,苦痛
緩和や延命を目的に人工呼吸器装着を迫られることにな
る.今回,重症肺炎を合併し人工呼吸器装着となった神経
難病患者に対し,妻が発声によるコミュニケーションを強
く望み,それを実現させたケアを明らかにした.【症 例】
70歳台後半の男性,神経難病患者である.レスパイト入院
中に重症肺炎を発症し人工呼吸器管理となった.呼吸状態
は改善したが,今後の誤嚥性肺炎予防を考慮し呼吸器管理
を継続する必要があると主治医は判断した.しかし,本人
と妻は発声によるコミュニケーション希望があり多職種で
検討した.【方 法】 SBT(自発呼吸トライアル)開始安
全基準を参考に,主治医,看護師,理学療法士,言語聴覚士,
作業療法士で人工呼吸器の一時離脱の評価を行った.また,
本人と妻はどの程度話すことを望むか,という思いから発
声練習の目標設定を行った.呼吸器離脱練習の観察点とし
ては,SBT成功基準を指標とした.【倫理的配慮】 本人・
妻に説明し,妻に同意書を受けた.【結 果】 SBT開始安
全基準を満たし,呼吸器の離脱が可能であると多職種で判
断した.本人と妻の「1日のうち少しでも良いので声を出し
て話したい」という希望から,発声練習の目標設定を1回5
分～10分程度と定め,SBT成功基準を指標にON/OFF法
での呼吸器離脱訓練を実施した.しかし,複管式カニュー
レへの変更でカニューレ閉塞のリスクや吸引回数の増加等
の問題を生じる可能性があったため,人工呼吸器のある生
活に慣れるために一度退院し,その後のレスパイト入院か
らカニューレ変更し発声を行った.【考 察】 発声を可
能とした要因は,呼吸器離脱プロトコルを指標としたこと
で呼吸状態の評価,呼吸器離脱及びスピーチカニューレ適
応について,多職種で効率的かつ安全に検討できたことが
ある.また,入院でのリハや全身のケアにより状態が改善
したことがあげられる.
41．リポタンパク質とポリフェノールとの相互作用に関す
る研究
小泉 美貴，輿石 一郎
（群馬大院・保・生体情報検査科学）
【目 的】 近年,抗酸化物質であるポリフェノールが細胞
膜と相互作用することが明らかとなり,この相互作用はポ
リフェノールのリン脂質あるいはコレステロールへの吸着
作用と考えられている.一方,体内に取り込まれたポリ
フェノールが脂質代謝に影響を及ぼす可能性が示唆されて
いる.これらの事象より,脂質膜で覆われたリポタンパク
質とポリフェノールとの相互作用がリポタンパク質の物理
的性質を変える可能性が考えられる.本研究では,ヒト血
清にポリフェノールを添加し,リポタンパク質の粒径なら
びに凝集反応について検討を行ったので報告する.【実験
方法】 血清リポタンパク質の粒径変化を明らかにする手
法として,蛍光検出器を備えたFIA装置による光散乱分析
法を確立した.ポリフェノールとしては,エピガロカテキ
ンガレートならびにリンゴプロシアニジンを用いた.【結
果および考察】 蛍光検出器では,散乱光を検出すること
ができる.この散乱光の強度は,粒子の粒径の6乗に比例
すると考えられている.蛍光検出器を備えたFIA装置にヒ
ト血清を注入すると粒径が数十nmのリポタンパク質によ
る散乱光が検出される.ヒト血清にリンゴプロシアニジン
を最大50μg/mlとなるように添加すると,散乱光の強度が
有意に増大した.この混合液を氷浴中で放置するとリポタ
ンパク質の凝集が確認された.この凝集塊をSDS-PAGE
に供したところ,ApoB-100とApoA-?が検出された.同
様な結果が,エピガロカテキンガレートにおいても観察さ
れた.これらの結果は,ポリフェノールがLDLとHDLに
対し吸着することを意味する.リポタンパク質は,様々な
タンパク質との相互作用により,その生体内挙動が制御さ
れている.リポタンパク質へのポリフェノールの吸着は,
リポタンパク質の粒径を変化させその物性を変化させるこ
とから,生体内動態への影響に興味が持たれる.
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